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静脈注射認定看護師（IVナース）育成WG

◆目的

静脈注射認定看護師の育成を継続し、静脈注射に関する
看護師の質を担保する

◆役割

① 静脈注射認定看護師取得に向けての取り組み

② 静脈注射認定看護師の育成プログラムの企画・運営・
実施・評価および更新制度についての検討

メンバー:１３名 看護師長 ３名
副看護師長 ４名
(うち別府病院１名)
看護師 ６名



令和５年度 IVナース育成WGの年間活動



静脈注射教育プログラム
IVに関する知識と手技の標準化・認定による可視化

STEP4：実技試験による安全・安心な実践力確認、
　　　　　評価者による客観的他者評価

STEP１：静脈注射講義（患者看護、薬剤知識、解剖生理、感染管理、安全管理、
　　　　　法的責任等）による静脈注射に関した専門知識修得、再確認

STEP2：実技演習による安全・安心な手技・手順確認

STEP３：筆記試験による知識修得状況確認・客観的評価



IVナース認定フロー図
【IVナース認定フロー図】

静脈注射講義

実技演習

筆記試験

不合格合格

合格まで筆記試験実施部署での実技試験

IVナース認定

部署で3例実施し合格

８０点以上



IVナース認定者数の推移
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IVナース更新制度について

◆目的

IVナースとして安全な静脈注射実施のために、継続的
な質の維持向上をはかる

◆条件

認定更新の条件は、知識確認試験に合格した者

◆方法

知識確認試験は、九州大学のWeb学習システムeラーニ
ング内の「IVナース認定更新テスト」を使用し、全問
正解(100点獲得)を必須としている

更新対象者全員が認定を更新できることを目標に、
ワーキングで準備・実施のサポート・評価を実施。



認定更新制度フロー図
【IVナース認定更新フロー図】

IVナース更新対象者

方法１）講義・資料の視聴

方法２）IVナース認定更新テスト実施（期間設定あり）

全問正解（100点獲得）

合格 不合格

更新申請 更新不可

次年度プログラム再受講

①講義

②筆記試験

③実技試験
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令和５年度
IVナース認定更新テスト後のアンケート結果
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更新者の９割以上が、認定更新制度は看護の質の維持・向上に繋がっていると思うと
回答した。また、知識・理解度は６項目すべてにおいて３点以上となっており、認定
更新テストの実施は知識の修得に繋がっていると言える。

アンケート自由記載（一部抜粋）

• 定期的に復習することで質の向上に繋がると思う。
• 曖昧になっていた知識を再確認することができた。

n=110 n=110



令和５年度
静脈注射教育プログラム研修（６月実施）

地域へのプログラム公開を実施

講義

講義公開の目的

地域の看護職員が参加することで、静脈注射実施に関する正しい知識を

学び、日常看護業務に反映させることで、静脈注射の看護実践力向上に

役立てる。

参加施設：19施設 院外受講者：53名

アンケート自由記載（一部抜粋）

• 知識の再確認と静脈注射を実施することに対する
責任の重さを再認識できた。

• 資料をもう一度振り返り、明日からの業務の質を
あげていきたい。



令和５年度
静脈注射教育プログラム研修（６月実施）

演習

実技演習公開の目的

各施設での指導的役割を担う看護職員を対象に、安全・安心な技術、

看護ケアを実技演習を通じて確認してもらう。演習後は、それぞれ

の学習内容を活用して各施設の研修や教育計画等に役立てる。

参加施設：16施設 院外受講者：38名

アンケート自由記載（一部抜粋）

• 自施設より安全確認の回数が多いと感じたため、
自施設用のマニュアルの整備に活かしていきたい。

• 当院と異なる物品を使用することで知識が増え、
学びが増えた。



令和５年度
静脈注射教育プログラム研修（１月実施）

講義

演習

筆記
試験

• 臨床大講堂で動画講義を視聴。

• １人あたり90分間の演習を実施。
• 腕モデルを用いて、静脈留置針と翼状針の手技を演習。
• シミュレーターを用いて、静脈注射を行う患者の療養環境や

環境整備を学ぶ場を設置。

• 受験者全員が同時に受験できるよう、３つの会場に分けて実施。

診療放射線技師法の一部改正に対応するため
院内看護職員に加えて診療放射線技師２名にも研修を実施



令和５年度
静脈注射教育プログラム研修（１月実施）
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講義後のアンケート結果

演習後のアンケート結果

アンケート自由記載（一部抜粋）
・講義のあとに演習を行うことで、穿刺部位や注意点を考えながら演習を行うことができた。
・静脈注射で重要なのは手順だけでなく、使用する薬剤の知識や合併症の知識と理解と対応
なども含まれており、実施者としての責任がとても大きい技術であることが理解できた。

n=121 n=121

n=121 n=121



今後の課題

• 静脈注射認定看護師育成プログラムを継続し、

適宜見直しを行いながら、IVナースの育成や更新

制度の活用により静脈注射に関する看護の質を

担保する。

• 静脈注射認定看護師育成プログラムの地域公開

を継続し拡大させていくことで、静脈注射にお

ける看護実践力向上に貢献する。


